
森のおそび(す下川町の轟赫環境教育の一鐙でおよそ月に一回実施してし'ます。
轟赫鎧境教育はつぎ､の3つの目標をもとに、こども園・'1､学校・中学校・高校を対象に
15年一貫で行なってい番下川町独自の教育プログラムで､す。
・身近な自然にお(十番学びや楽しみを通じて人間的な成長を育む
・地域の資源で禰畜轟耕官活力､す仕事について理解を深紡ろ
・溌享の役割や"獣妻の酌繕みについて考え、持続可儀竜祉会に同ﾅて自ら行動できる人蓄育む

轟狩環聴教育(菰北欧発群の『LEAF (リーフ）」デログラム(こ基づ､いて実権しています。

森のあそびのねらい
町内に(ず子どもたちが遊べる豊力＼な自然環境が溌ります。
患の菰そぴはこども園から歩いてし'ける美曇が丘を中心に、安原公園や体験の森などで実施してい
ます。
豊力､な自然へ出力、けて遊ぶことで、圃舎の中では経験できなし'、本物の動植物の手継りやにおいを
体験し、学ぶことがで･きます。
轟材琿境教育プ｡口グラムLEAFのスチ､リブ『｜･野外で楽しく学ぶ」r2.自然官体感して気付く」
に基づ‘き、森のあそび宮通じてあらゆる自然の神秘さに触我ることで､、子どもだちの感性を高紡、
たくましく未来に生ぎろicと身体を育てます。

森に(ま用意さ我庭遊具もおもちゃも
海りません。その代鵡りくたくさん
の自然が海ります。 零号_!&：‐ゞ

森の申では接するもの全てがいの常に
海ふ黄ています。ぃのちに鍛税番感性
富富黙に善うこともできます。

多ど号たちは森の中で周りの様 な々煮材を
使って遊び宮創り出していきます。その中
で、自ら考え工夫す畜力直養うことがで･き
ます.

ヂコボコした地面で､遊承ことでインナー
マ,ソスルが発達し、身体能力の向上、苓
我にｲ半う行動の積極性にもつな力電と言
翁殺ています。

森のあそびについて Np◎法人 患の生活
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森のあそびのg標
子どもたちが森のおそぴの活動を主体的に楽しみ、五感を通して四季の移り蜜おりに気づ‘ぎ、感
じ畜心宮育みます。
また、その場での成果や答えを求紡すぎ､ず、子どもたち自身が患で感じろことを大切にします。
さらに、野外活動だけでなく森の驚材を活力､した工作おそびにも取り組みます。
より充実した森のおそぴにす書た脇に、下見の際にしワリエーション内容やチーマを指導者同士
（縁の生透、1某盲者）でお互いに共有するとともに、活議の安全確認を行なってし'寮す。

森のあそび三つの約束 毎回の遥載時に子どもたちと確認しています。

☆なんでも食べ意も､（大人に露がず実や葉っぱ宮口に入漁ない）
☆手のひ息サイズの木の棒(意持っていいよ
（きいちご組は患のおそぴに慣載てさたち木の棒ぞ持っていいというお釣東で活勤します｡）

☆先生やお友達の見えない場所に(ま行力､ない

森で安全に遊ぶために
実施におたり、事前にスズメバチやヒグマ等について最新の情報直入手し、先生とスタ､リブが現地
の下見宮行い安全を罐認もています。私たちは子どもたちが自然環境や生き物たちとの正しい信守
合い方官知りながら、轟宮楽しむことが大切だと考えています。
患の中は'1､さな危険がいっぱいですが、ちょっとの準備と工夫をすろだけで多くの危険菅避けら税
て、ずぅと快適に患の恵苓が富禁し脇ます！

服装のチェック
怠雲.墓･〉畠基

ス ズ メ バ チ や ダ ニ は 黒 っ ぽ い
服 装 に 寄 っ て き ま す . 顔 面 だ と L
ハ チ は 無 い 眼 蕊 を 攻 蛾 す る こ
と も 。 そ れ を 逆 手 に と って、 白 w
っぽい魍銭が効果的です。

争噌して､急電鰔蜜
曇ぴ‘電､ぼ'武塞蕊蕊

遊 べ

食べ驫諭憾審塗窒の予饒に講水でし
っ か り 拳 篭 溌 い 議 し よ う . 水 が 拳 け
狂ば､鋒蕊テ識‘ツシュを使って溝潔
を鐸ちましよう．

裏面のrダニ・ハチ・ワマについて」もご覧<にさい！
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ダ､二・ハチ･クマについて
野外活動で気になるダニ・ハチ・クマについてまと励ました。

＜特徴＞
・哺乳類の血液を吸って生きている
・草や葉っぱの裏によくい番
・皮膚の柔ら力､いとこ弓を探して吸血する
・マダニが蝶介す番感染症の原因になる
（全てのマダ'二が鱈原体富持っている治（ているおけでlまおりません。

＜力、ま税ないた齢の予防諸＞
・力、ま税ないた肋に1京服装が重零で､す!r服装のチェッワ」を参考にしてください。
・森のおそび終了時には毎回ダニチェ､ソワ直しています。
（森力、ら出たときと園舎に帰ったときのz回チェ､ソワしています。）
ご､帰宅後には着替え官して身体を点検していただけるとましです。
特にズボンのウエスト、首筋、脇の下、耳のまおりをチェッワ！

＜力、ま税たとぎの対応＞
・お迎えの前に気づ，いたとぎ
こと､も園や美鎗が丘管理稗に(ま「ダニリムーバー」宮常備し、縁のおそぴの際には携帯して
います。ダ，ニリムーバーはピンセ‘ソト状の先端部分でダ､この頭部をつかみ、10-15回ほど反
時計回りにゆっくり回すことで肌から取り去る道具です。肌を傷つけることはおりません。
使用した場合1まお迎えの際に使用した場所についてお伝えします。

．ご､自宅で気づ､いたとぎ
こども園（讓曹0 1 655-4-24 1 3 )に相談してく篭さ“。
※除去の襟にダニの頭部が残った場合や除去の覇とに瞳我畜などの異常がおった場合には
病院で処置宮す召ようにしてください。

＜精微＞
・性格は非常に攻撃的でおる
・活動期間(*5月の連休頃力、5秋
･北海道で･刺さ税畜被害(求8-9月に集中している

＜刺さ税ないた齢の予防篭＞
森の海そぴの活動嬬所であ番みくおが丘は毎年春にハチ管誘引・櫛驚す斎rハチトラ､ツデ」官
設置しています。他にも気をつけ弓こととして、つぎ蕊のことがあります。
・巣奮見っ'ずたら縫掛に近づ､力､ないこと
・ハチヵミ近づ､いてきても追いｵﾑったり、叩い捲り、逢って逃(ずたりしなし!こと
.黒い色に反応らて攻撃するた肋野外で活動するとぎは白などの明るし'色の服を着畜こと
．強い匂い（柔軟剤）等はハチ官誘引したり興奮きせ苔ことｶﾐおるので控えること

I

ダ､二（マダニ）
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＜刺さ税たとぎの対応＞
スズメバチの拳は強いので、刺さ税た場合1京すみやかに応急迩置をします。
①まずは慌てず、騒がずに…安全なところへ避難す弓。
②水で洗い流す…針が残っている場合1まピンセ､ソトで抜く。
ハチの拳は水溶性なので、傷口力､ら手で拳液を絞り出しながら水でよく洗し'流す。
③患部宮冷やして病院へ…氷などで患部官冷やしてすぐ､‘に病院へ行ぎます。

＜特徴＞
・基本的には臆病
・耳と鼻がよく動く。:目はおまりよくない。
・潜動期間は春から狗冬。冬は冬眠してい番。
。逃げろと追い力、け番性質がお番。

＜出会おないた肋の予防篭＞
ワマの出没情報は下川町役場のrアニマルアラート」を確認しています。
また、役場の方で電気柵を設置したり草刈りをしてクマが市街地に近づ､力､ないよヲに対篭宮して
います。今年度(まみくちが丘にも電気柵を設置します。
もし活動場所の近くで出没した情報がある場合(末事前に先生方と話し合い、活動場所の変更等の
対処をします。
森に入畜とぎlまr大きな音を出す」r種数人で行動する」r周囲の様子に気を配る」というのが
大切です。クマは人間の存在宮知った弓、自ら会翁ないように立ち去ります。
轟の窟そびの実ｳ翻寺に(ま念のた齢ワマスプレー菅携行しています。

＜出会ってしまったときの対応＞
予防篭をしていても万が一ヒグ､マに出会ってしまうこともお畜力､もし札ません｡
そんなとぎ(ま絶対に走って逃げないこと。背中を向けて走るとヒグ・マは本能的に追い力､けてき
ます。もし出会ってしまったら、つぎ，のように對梗必します。
①止ま税．､．まずは動きを止妨て
②逃(ヂるな…ヒグ､マから目を離さなし’
③集ま漁･･･仲間がいたら静力、に集まる。

ヒグ､マを見ながらゆっくりと後ずさりして離税ろ。

ヒグ'マも人間が怖いので、こ轍でほとんど大丈夫です。
明治以降、ヒグマに人間が襲お税た例は単独行動をしているとぎです。
集団で襲名税た例はありません。 1ト
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患の窟そび以外にも森に入る目的は様々で･すが、森という場所は土・植物。虫・動物などい
ろいろなものが関おって成り立っています。と､乳も生態系の申では‘必蓉不可欠な存在です。
患lま人間だけのものではおりませんので、ダニ・ハチ・クマなどの存在をただ怖がったり嫌
がったりする俺けで(まなく、まず(ま相手のことを正しく理解することが大切です。

NPO法人森の生活
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